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犬
山
祭
は
当
地
の
産う

ぶ

土す
な

神が
み

を
祀ま

つ

る
針
綱

神
社
の
行

ぎ
ょ
う

粧し
ょ
う

式し
き

で
あ
り
、
例
祭
は
寛
永

12
年
（
1
6
3
5
）
尾
張
徳
川
家
付
家
老

の
犬
山
城
主
成な

る
せ
は
や
と
の
し
ょ
う
ま
さ
と
ら

瀬
隼
人
正
正
虎
公
の
さ
た

で
氏
子
が
行
粧
の
車
山
・
ね
り
物
を
出
し
、

以
来
今
日
ま
で
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。　

　

犬
山
祭
の
主
役
は
13
輌り

ょ
うの

車
山
で
、
い

ず
れ
も
三
層
か
ら
な
る
豪
華
な
も
の
で

す
。
こ
れ
ら
の
車
山
は
愛
知
県
有
形
民
俗

文
化
財
（
愛
知
県
指
定
1
号
）
と
し
て
大

切
に
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
（
2
0
1
6
）
に
は

世
界
の
伝
統
文
化
な
ど
を
保
護
す
る
ユ
ネ

ス
コ
（
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
）

の
無
形
文
化
遺
産
に
、
犬
山
祭
を
含
め
た

「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
が
登
録
さ
れ
ま

し
た
。

車や

山ま

と
か
ら
く
り
人
形
　
　
　
　
　

犬
い

ぬ

山
や

ま

祭
ま

つ

り 

犬
山
祭
の
歴
史 開催日　：４月の第１土・日曜日

開催場所：犬山城下町一帯

アクセス：名鉄「犬山駅」西口

犬山祭



　

昼
は
咲
き
誇
る
桜
に
劣
ら
ぬ
華
麗
さ
、

夜
は
3
6
5
個
の
提
灯
を
い
っ
せ
い
に
灯

し
て
巡
行
す
る
絢
爛
さ
が
見
ど
こ
ろ
で

す
。
重
さ
3
ト
ン
超
の
車
山
を
、
男
達
が

豪
快
に
持
ち
上
げ
て
方
向
転
換
す
る
「
ど

ん
で
ん
」
は
大
迫
力
。

　

犬
山
の
車
山
は
、曳
山
の
形
態
で
は「
屋

台
」
に
属
し
、
さ
ら
に
人
形
を
有
す
る
こ

と
か
ら
「
人
形
屋
台
」
に
類
別
す
る
こ
と

が
で
き
、
三
層
式
の
屋
台
の
中
で
は
、
起

源
が
も
っ
と
も
古
い
も
の
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、「
犬
山
式
人
形
屋
台
」
と

独
立
の
分
類
を
な
す
場
合
も
あ
り
ま
す
。

犬
山
の
車
山
の
構
造
を
み
る
と
、
名
古
屋

東
照
宮
祭
の
車
山
と
よ
く
似
た
構
造
を
示

し
て
い
ま
す
が
、
名
古
屋
東
照
宮
祭
の
車

山
が
二
層
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
犬
山
の

そ
れ
は
三
層
へ
と
独
自
の
発
展
を
と
げ
ま

し
た
。

　

犬
山
祭
で
は
、
1
日
目
に
「
試
楽
」、

2
日
目
に
「
本
楽
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
針

綱
神
社
の
氏
子
域
の
内
、
13
町
内
が
所
有

す
る
車
山
と
、
3
町
内
に
よ
る
練
り
物
と

呼
ば
れ
る
作
り
物
や
仮
装
な
ど
の
行
列
が

祭
礼
を
に
ぎ
わ
し
ま
す
。
13
輌
の
車
山
す

べ
て
に
か
ら
く
り
人
形
が
あ
る
の
も
犬
山

祭
の
大
き
な
特
徴
で
す
。
か
ら
く
り
人
形

は
物
語
や
歌
舞
伎
の
一
場
面
を
再
現
し
た

り
、「
乱ら

ん

杭ぐ
い

渡わ
た

り
」
や
「
唐
子
遊
び
」
な
ど
、

ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
動
き
で
観
客
を
魅

了
し
ま
す
。

　

町
内
別
の
か
ら
く
り
は
、
以
下
の
通
り

で
す
。

枝
町
（
遊ゆ

う

漁ぎ
ょ

神し
ん

）、魚
屋
町
（
乱
杭
渡
り
）、

下
本
町
（
應お

う

合ご
う

子し

）、中
本
町
（
西せ

い

王お
う

母ぼ

）、

熊
野
町
（
住
吉
・
白
楽
天
）、
新
町
（
浦

島
）、
本
町
（
唐
子
遊
び
）、
練
屋
町
（
石

橋
獅
子
）、
鍛
冶
屋
町
（
石
橋
）、
名
栗
町

（
菅
原
伝
授
手
習
鑑
）、寺
内
町（
淡
路
島
）、

余
坂
町
（
二
福
神
）、
外
町
（
梅ば

い

梢し
ょ
う

戯ぎ

）

絢
爛
豪
華
な
夜
の
車
山
　
　
　
　
　

13
輌
の
車
山
と
祭

御神燈

車山揃え

大迫力の「どんでん」



　

尾
張
五
社
の
ひ
と
つ
で
、
延え

ん

喜ぎ

式し
き

に
も

記
載
さ
れ
て
い
る
由
緒
あ
る
神
社
で
す
。

　

天
文
6
年
（
1
5
3
7
）
に
城し

ろ

山や
ま

か
ら

成
田
山
の
北
に
あ
る
白は

く
さ
ん
び
ら

山
平
に
遷
座
さ

れ
、
つ
い
で
慶
長
11
年
（
1
6
0
6
）
に

犬
山
城
主
で
あ
る
成
瀬
氏
の
祈
願
所
と
し

て
犬
山
城
下
の
名
栗
町
に
移
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
明
治
15
年
（
1
8
8
2
）
に

名
栗
町
か
ら
天
文
6
年
ま
で
の
座
地
で

あ
っ
た
城
山
に
再
び
遷
座
さ
れ
ま
し
た
。

　

犬
山
の
春
を
彩
る
「
犬
山
祭
」
は
針
綱

神
社
の
祭
礼
で
す
。現
在
の
犬
山
祭
で
は
、

祭
の
本
楽
祭
の
時
に
、
針
綱
神
社
の
前
で

城
下
町
の
13
町
内
に
よ
る
か
ら
く
り
の
奉

納
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

か
ら
く
り
奉
納
が
終
わ
る
と
、
神
輿
は

針
綱
神
社
を
出
発
し
、
名
栗
町
に
あ
る
元

宮
に
行
き
、
そ
の
後
余
坂
口
を
経
て
城
下

町
東
側
の
御お

旅た
び

所し
ょ

へ
と
向
か
い
、
神
事
が

執
り
行
わ
れ
ま
す
。
華
や
か
な
車
山
に
隠

れ
が
ち
で
す
が
犬
山
祭
の
原
点
を
見
る
事

が
出
来
る
魅
力
的
な
祭
事
で
す
。

針は

り

綱つ

な

神じ

ん

社じ

ゃ

犬
山
祭

関
連

針
綱
神
社
の
歴
史

犬
山
春
の
風
物
詩

伝
統
の
御
祭
礼

神幸行列
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御旅所

針綱神社　元宮

針綱神社 御祭礼

犬山城

　

犬
山
祭
本
楽
の
際
、
神
輿
は
針
綱
神
社
を
出
発
し
、
元
宮
の
あ
る
名
栗
町

か
ら
妙
感
寺
古
墳
の
西
側
の
御
旅
所
に
行
き
、
祭
礼
を
行
い
ま
す
。

御お

旅た

び

所し

ょ

犬
山
祭

関
連

御
旅
所



　

祭
事
の
主
役
と
な
る
の
は
、
武
者
の
姿

を
し
た
藁わ

ら

製
の
人
形
で
す
。
こ
の
人
形
の

モ
デ
ル
は
、
平
安
時
代
の
武
士
「
齋さ

い

藤と
う

別べ
っ

当と
う

実さ
ね

盛も
り

」と
い
わ
れ
ま
す
。 

実
盛
は
乗
っ

て
い
た
馬
が
藁
に
足
を
と
ら
れ
た
事
で
敵

兵
に
殺
さ
れ
、
そ
の
怨
霊
が
稲
の
害
虫
と

な
っ
た
と
い
わ
れ
る
武
将
で
す
。
彼
の
霊

を
鎮
め
そ
の
年
の
豊
作
を
祈
る
事
が
、
祭

り
の
目
的
で
す
。

「
虫
送
り
」 

始
め
話

 　

⽥
畑
が
濃
い
萌も

え

葱ぎ

⾊
に
染
ま
る
頃
︑
前
原
に
響
く
唄
が
あ
り
ま
す
︒

﹁
ダ
ン
ダ
ン
モ
ー
セ
ー
オ
ー
ク
ー
レ
︒﹂﹁

オ
ン
カ
ラ
カ
ー
ミ
オ
ー
ク
ー
レ
﹂

⼦
供
達
の
歌
声
は
︑
⽣
き
た
い
と
願
う
⼈
々
の
祈
り
そ
の
も
の
な
の
で
す
︒

命
と
と
も
に
、
受
け
継
が
れ
る
唄
。

霊
を
鎮
め
、
豊
作
を
祈
る

虫む

し

送お

く

り

実盛の藁人形

虫送り終局の地 ( 新郷瀬川 )



　

城
東
地
区
の
前
原
で
は
、毎
年
7
月
に
、

害
虫
駆
除
を
祈
る
祭
事
「
虫
送
り
」
と
、

疫え
き

病び
ょ
う

送
り
の
お
祭
り
で
あ
る
「
ダ
ン
ダ

ン
モ
ウ
セ
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
地
区
内
に

あ
る
「
虫む

鹿し
か

神じ
ん

社じ
ゃ

」
を
出
発
地
に
、
色
と

り
ど
り
の
人
形
や
お
札
を
つ
け
た
竹
を
子

供
達
が
持
ち
、
音
楽
を
鳴
ら
し
な
が
ら
集

落
を
練
り
歩
く
と
い
う
、
一
種
独
特
な
雰

囲
気
の
祭
事
で
す
。

「
虫
送
り
」 

祭
事
と
は

虫む

し

か鹿
神じ

ん

社じ

ゃ

虫
送
り

関
連

開催日　：7月 14 日（土）（平成 30 年度例）

開催場所：虫鹿神社

アクセス：犬山コミュニティバス

　　　　　今井・前原線「前原台中」より

　　　　　徒歩 1分

虫送り ( 虫鹿神社 )

虫鹿神社拝殿 実盛の藁人形



　

毎
年
五
郎
丸
神
明
社
で
行
わ
れ
る
伝
統

行
事
で
す
。

　

農
作
物
の
害
虫
を
追
い
払
い
、
そ
の
年

の
豊
作
を
祈
願
す
る
目
的
で
、
地
区
の
子

供
達
が
中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
春

か
ら
秋
に
か
け
て
藁
人
形
を
つ
く
っ
て
悪

霊
を
か
た
ど
り
、
害
虫
を
く
く
り
つ
け
て

鉦か
ね

や
太
鼓
な
ど
を
た
た
き
な
が
ら
「
だ
ん

だ
ん
も
う
せ
、お
く
れ
」「
お
ん
か
ら
か
み
、

お
く
れ
」
な
ど
と
唄
い
な
が
ら
村
境
ま
で

練
り
歩
き
ま
す
。
村
境
ま
で
来
る
と
、
決

め
ら
れ
た
場
所
に
藁
人
形
を
立
て
掛
け
ま

す
。

蝗
除
祭

五ご

郎ろ

う

丸ま

る

神し

ん

明め

い

社し

ゃ

虫
送
り

関
連

開催日　：7月 8日（日）（平成 30 年度例）

開催場所：五郎丸神明神社

アクセス：・名鉄「羽黒駅」より徒歩 23 分

　　　　　・岐阜バス「五郎丸」より徒歩6分

虫送り ( 五郎丸神明社 )

頭に餅をのせた人形 子供達の練り歩き お祓い



　

羽
黒
成
海
に
鎮
座
し
、
延
喜
式
神
明
帳

に
も
「
式
内
社
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る

由
緒
あ
る
神
社
で
す
。

　

鳴
海
て
が
し
神
社
で
は
毎
年
7
月
に
虫

送
り
、
10
月
に
秋
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

秋
祭
り
で
は
獅し

子し

神か
ぐ

楽ら

が
賑
や
か
に
奉
納

さ
れ
ま
す
。

　

神
社
内
の
一
角
に
あ
る
弁
天
堂
は
江
戸

時
代
後
期
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
池
に

は
水
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
か
つ
て
よ

り
こ
の
地
は
ゆ
た
か
な
湧
き
水
が
あ
り
、

湧
水
地
で
も
あ
り
ま
す
。

鳴
海
て
が
し
神
社
の

虫
送
り

鳴な

る

海み

て
が
し
神じ

ん

社じ

ゃ

虫
送
り

関
連

開催日　：虫送り／ 7月の第 1日曜日頃

　　　　：豊年祭／ 10 月の第 2週頃

開催場所：鳴海てがし神社

アクセス：犬山コミュニティバス

　　　　　入鹿・羽黒線「羽黒成海」より

　　　　　徒歩 3分

虫送り ( 鳴海てがし神社 )

疫病除けの竹筒作り神輿獅子神楽



　

尾
張
冨
士
大
宮
浅
間
神
社
の
祭
礼
で
、

尾
張
の
三
大
奇
祭
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
ま

す
。
こ
の
祭
り
に
は
こ
の
よ
う
な
物
語
が

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

昔
、
村
人
の
夢
枕
に
尾
張
冨
士
の
姫
神

さ
ま
が
立
ち
ま
し
た
。
姫
神
さ
ま
は
村
人

に
訴
え
ま
し
た
。「
私
の
住
む
尾
張
冨
士

が
本
宮
山
よ
り
低
い
こ
と
が
、
悔
し
く
て

な
り
ま
せ
ん
。
山
の
上
に
石
を
積
ん
で
少

し
で
も
背
を
高
く
し
て
く
れ
た
ら
、
願
い

を
か
な
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
」 

　

そ
の
後
村
人
は
、
石
に
願
い
事
を
書
い

て
山
頂
に
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。 

山
の
背
比
べ
伝
説
の
祭
礼

見
た
か
聞
い
た
か
ヨ
ー 

石
上
げ
祭
「
ヨ
オ
ー 

お
山
を
」
高
く
す
る 
ナ
ア
ヨ
ー

尾
張
名
だ
い
の
ヨ
ー 

石
上
げ
祭
「
ヨ
オ
ー 

ど
ん
ど
と
」
石
が
上
る 
ナ
ア
ヨ
ー

尾
張
お
冨
士
へ
ヨ
ー 

こ
の
石
上
げ
り
ゃ
「
ヨ
オ
ー 

病
に
」
か
か
り
ゃ
せ
ぬ 
ナ
ア
ヨ
ー

石
上
げ
祭
は
ヨ
ー 

天
下
の
奇
祭
「
ヨ
オ
ー 

揃
う
て
」
石
を
上
げ
る 

ナ
ア
ヨ
ー

今
年
も
上
げ
る
ヨ
ー 

石
上
げ
祭
「
ヨ
オ
ー 

お
冨
士
へ
」
ひ
と
詣
り 

ナ
ア
ヨ
ー

め
で
た
め
で
た
が
ヨ
ー 

三
つ
重
な
り
て
「
ヨ
オ
ー 

御
門
に
」
巣
を
か
け
た 

ナ
ア
ヨ
ー

石
上
げ
の
唄

天
下
の
奇
祭 

　
　
　
　
　

石
い

し

上あ

げ
祭

ま

つ

り

開催日　：8月の第 1日曜日

開催場所：尾張冨士大宮浅間神社

アクセス：中央道「小牧東 IC」より約 10 分

石上げ祭



　

20
時
か
ら
は
、
尾
張
冨
士
山
頂
に
む
け

て
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
す
。そ
し
て
、

約
1
0
0
0
個
の
提
灯
が
ゆ
ら
め
く
参
道

を
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
約
80
名
が
火
を

つ
け
た
松た

い

明ま
つ

を
振
り
回
し
な
が
ら
、
一
気

に
駆
け
下
り
る
勇
壮
な
火
振
り
神
事
が
行

わ
れ
ま
す
。 火

振
り
神
事

夜
の
火
祭
り
　
　
　
　
　

尾張冨士中腹で出番を待つ青年達

松明 参道をかけ下りる少年 広場にて

火振り神事の開始を告げる花火



　

東
に
入
鹿
池
、
西
に
濃
尾
平
野
を
見
下

ろ
す
尾
張
冨
士
に
鎮
座
す
る
神
社
で
す
。

祭
神
は
木
花
開
耶
姫
命
で
、
子
供
の
守
護

神
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
預
け
子
発
祥
の
神

社
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

背
比
べ
伝
説
に
よ
る
「
天
下
の
奇
祭　

石
上
げ
祭
」
が
毎
年
8
月
第
一
日
曜
日
に

行
わ
れ
、
多
く
の
人
が
力
を
合
わ
せ
て
石

を
運
び
上
げ
、
家
内
安
全
や
五
穀
豊
穣
を

願
い
ま
す
。
そ
し
て
奥
宮
の
境
内
に
は

人
々
の
祈
り
が
書
か
れ
た
大
小
様
々
な
石

が
毎
年
う
ず
高
く
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
中な

か

宮み
や

に
は
代
々
奉
納
さ
れ

た
左
鎌
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昔
、
神
様
が
富
士
山
を
作
ろ
う
と
、
近

江
の
土
を
両
手
一
杯
に
す
く
っ
て
、
大
空

を
東
の
方
に
向
か
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、

指
の
間
か
ら
こ
ぼ
れ
た
土
で
で
き
た
の

が
、
犬
山
の
尾
張
冨
士
だ
と
い
う
昔
話
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　

尾
張
冨
士
は
標
高
２
７
５
メ
ー
ト
ル

で
、
遠
方
か
ら
見
る
と
形
が
富
士
山
に
似

て
い
ま
す
が
、
本
物
の
「
富
士
山
」
に
敬

意
を
表
す
意
味
で
、
あ
え
て
「
冨
士
」
と

い
う
漢
字
を
あ
て
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
山
頂
に
は
大
宮
浅
間
神
社
の
奥
の
院

が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。　

尾お

張わ

り

冨ふ

士じ

大お

お

宮み

や

浅せ

ん

間げ

ん

神じ

ん

社じ

ゃ

石
上
げ
祭

関
連

尾
張
冨
士
に

鎮
座
す
る
神
社

神
様
が
こ
ぼ
し
た

土
か
ら
で
き
た
山

橋爪地区から望む尾張冨士

尾張冨士大宮浅間神社中宮本殿



　

天て
ん

道ど
う

宮ぐ
う

神し
ん

明め
い

社し
ゃ

は
、
城
東
地
区
南
部

の
前
原
に
所
在
す
る
歴
史
あ
る
神
社
で

す
。
以
前
は
天
道
宮
と
よ
ば
れ
、
入
鹿

池
の
地
に
あ
り
ま
し
た
が
、
寛
永
10
年

（
1
6
3
3
）
の
入
鹿
池
築
造
に
際
し
、

現
在
地
に
移
さ
れ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。
こ

の
神
明
社
で
は
、
赤
鬼
が
登
場
す
る
「
鬼

ま
つ
り
」
と
呼
ば
れ
る
独
特
な
お
祭
り
が

毎
年
10
月
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

鬼
ま
つ
り
で
は
、
赤
鬼
が
獅
子
や
神
楽

と
と
も
に
、
列
に
な
っ
て
天
道
宮
神
明
社

の
本
殿
ま
で
の
参
道
を
練
り
歩
き
ま
す
。

そ
の
途
中
、「
あ
ー
か
、
あ
ー
か
」
と
囃は

や

し
立
て
る
子
ど
も
た
ち
を
、
赤
鬼
が
追
い

掛
け
て
榊さ

か
きで

叩
い
て
は
、
ま
た
列
に
戻
る

と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
ま
す
。
赤
鬼
の

持
っ
て
い
る
榊
で
叩
か
れ
る
と
ご
利
益
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
は
亡
き
、
村
の
郷
愁

「
天
道
宮
神
明
社
」

奇
祭
「
鬼
ま
つ
り
」

天て

ん

道ど

う

宮ぐ

う

神し

ん

明め

い

社し

ゃ

鬼
お

に

ま
つ
り

開催日　：10 月 7日（日）（平成 30 年度例）

開催場所：天道宮神明社（前原天道神田 1）

アクセス：犬山コミュニティバス

　　　　　今井・前原線「前原老人憩の家西」　　　

　　　　　より徒歩 1分

鬼まつり

獅子

天道宮神明社拝殿



　

大お
お

縣あ
が
た

神
社
の
姫
之
宮
で
は
、
毎
年
３

月
に
五
穀
豊
穣
・
国
家
安
泰
な
ど
を
祈
願

し
て
豊
年
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。
境
内
や
参

道
に
数
多
く
の
出
店
が
並
び
、
多
く
の
見

物
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

　

こ
の
祭
り
の
見
ど
こ
ろ
は
、
西
方
に
位

置
す
る
諸も

ろ

鍬く
わ

神
社
か
ら
、
大
縣
神
社
ま
で

の
約
1
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
の
り
を
神
輿

や
神
馬
が
練
り
歩
く
神
幸
行
列
で
す
。
天

狗
の
お
面
を
被
っ
た
猿さ

る

田た

彦ひ
こ

を
先
頭
に
、

1
0
0
人
を
優
に
超
す
参
列
者
が
1
時
間

ほ
ど
か
け
て
練
り
歩
く
様
子
は
圧
巻
で

す
。
こ
の
神
幸
行
列
の
う
し
ろ
に
は
、
天て

ん

馬ま

飾
り
と
い
っ
て
色
紙
を
付
け
た
棒
を
ワ

ラ
に
さ
し
た
厄
除
け
の
飾
り
が
列
を
な
し

ま
す
。

願
い
を
込
め
て
、
豊
年
祭

五
穀
豊
穣
・
国
家
安
泰
祈
願
　
　
　
　
　

豊
ほ

う

年
ね

ん

祭
さ

い

開催日　：3月

開催場所：大縣神社

アクセス：名鉄「楽田」より徒歩 9分

豊年祭

lgclt0568
テキストボックス

lgclt0568
タイプライター
鑺

lgclt0568
タイプライター
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名
鉄
楽
田
駅
よ
り
1.5
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
東
に
進
む
と
、
丹
羽
郡
「
式
内
社
」
で

唯
一
の
大
社
で
あ
る
、
大
縣
神
社
の
鳥
居

が
見
え
て
き
ま
す
。
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
境

内
に
は
荘
厳
な
雰
囲
気
が
流
れ
て
お
り
、

数
千
年
の
歴
史
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。　
　

　

大
縣
神
社
は
背
後
に
そ
び
え
る
本
宮
山

を
神
体
山
と
し
、
か
つ
て
は
本
宮
山
山
頂

に
鎮
座
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
垂
仁
天
皇

27
年
（
紀
元
前
3
）
に
現
在
の
場
所
に
遷

座
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
尾
張
の
二
宮
」
と
し
て
古
い
時
代
か
ら

広
く
人
々
に
信
仰
さ
れ
る
対
象
で
あ
り
、

「
一
宮
」
の
真ま

す
み
だ

清
田
神
社
（
愛
知
県
一
宮

市
）、「
三
宮
」
の
熱
田
神
宮
（
愛
知
県
名

古
屋
市
）
と
並
び
、
重
要
な
場
所
で
し
た
。

　

現
在
の
社
殿
は
、
尾
張
藩
主
2
代
目
徳

川
光
友
公
が
寛
文
元
年
（
1
6
6
1
）
に

再
興
し
た
建
物
で
、
特
に
本
殿
は
「
大
縣

造
」
や
「
三
棟
造
」
と
呼
ば
れ
、
他
に
類

を
み
な
い
特
殊
な
構
え
と
な
っ
て
お
り
、

昭
和
56
年
（
1
9
8
1
）
に
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
縣
神
社
本
殿
の
奥
に
は
、
楽

田
神
社
や
、
大
国
恵
比
須
神
社
、
姫
之
宮

な
ど
が
鎮
座
し
て
お
り
、特
に
、摂
社
「
姫

之
宮
」
は
玉た

ま
ひ
め
の
み
こ
と

比
売
命
を
祀
り
、
縁
結
び

な
ど
の
神
様
と
し
て
多
く
の
人
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
は
敷
地
内
に
別
宮
2
社
、
末

社
52
社
、
神
宮
寺
が
7
寺
あ
っ
た
と
伝

わ
り
、
か
な
り
大
き
な
神
社
で
あ
っ
た

こ
と
が
窺
え
ま
す
。

　

現
在
、
本
宮
山
山
頂
の
本
宮
社
に
大

縣
大
神
の
荒あ

ら
み
た
ま魂

（
神
の
荒
々
し
い
側
面
）

が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
宮
山
は
隣
の
尾
張
冨
士
と
高
さ
を

競
い
合
っ
た
「
山
の
背
比
べ
伝
説
」
に

登
場
す
る
山
で
も
あ
り
ま
す
。

豊
年
祭

関
連

大
縣
神
社
の
歴
史

大お

お

縣
あ
が
た

神じ

ん

社じ

ゃ

大縣神社

飾り樽

姫之宮のおみくじ結び所

神社拝殿奥の院



　

犬
山
城
の
建
つ
城
山
の
麓
に
位
置
す
る

三
光
稲
荷
神
社
で
は
、
か
つ
て
は
毎
年
7

月
22
日
に
笹
竹
に
つ
け
ら
れ
た
赤
提
灯
に

火
を
灯
し
参
拝
す
る
「
三
光
寺
祭
」
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
祭
り
は
別
名
「
川
祭

り
」
と
も
呼
ば
れ
、
周
辺
町
内
か
ら
出
る

5
艘
の
巻
き
藁
船
が
、
提
灯
を
灯
し
お
囃

子
を
鳴
ら
し
な
が
ら
木
曽
川
を
下
り
、
夏

の
風
物
詩
と
し
て
地
域
の
方
々
に
親
し
ま

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
昭
和
中
頃
の
ラ
イ
ン
大
橋
の

架
橋
と
と
も
に
巻
き
藁
船
は
絶
え
ま
し
た

が
、
平
成
に
入
っ
た
頃
、
地
域
住
民
の
尽

力
に
よ
り
内
田
の
巻
き
藁
船
は
復
興
し
ま

し
た
。
現
在
は
日
本
ラ
イ
ン
花
火
と
同
じ

日
に
、
木
曽
川
に
提
灯
を
灯
し
た
巻
き
藁

船
が
浮
か
べ
ら
れ
、
幻
想
的
な
情
景
に
な

り
ま
す
。

豊
年
祭

関
連

内う

ち

田だ

の
巻ま

き
藁

わ

ら

船ぶ

ね

木
曽
川
・
夏
の
風
物
詩

幽
玄
な
る
巻
き
藁
船  

三光稲荷神社前の広場巻き藁船の提灯

赤いほおずき提灯と巻き藁船
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祭の巻
祭の巻

平成 30 年度
犬山の伝統行事・地元のお祭り紹介

開催日 祭礼名 開催時間 開催場所 駐車場

4/7（土） 白山神社春祭り（試楽祭） 13 時半～ 14 時頃 白山神社（善師野宮蔵洞 82） 無

4/7（土） 伏屋町神明神社祭 13 時～ 伏屋町神明神社（善師野野出洞 32） 無

4/7（土） 寺洞春祭（試楽祭） 18 時～ 20 時 熊野神社（善師野字奥洞 4） 無

4/7（土） 試楽祭 夕方 当元宅 無

4/8（日） 白山神社春祭り（本楽祭） 8 時～ 12 時 白山神社（善師野宮蔵洞 82） 無

4/8（日） 天王様伏屋町神明神社祭 9 時頃～ 2 時間程度 伏屋町神明神社、愛宕神社、 無

4/8（日） 寺洞春祭（本楽祭） 8 時～ 11 時頃 熊野神社（善師野字奥洞 4） 無

4/8（日） 本楽祭 9 時半～ 15 時 栗栖神社（栗栖字大平 840） 無

7/1（日） 山王大権現夏祭り 14 時～ 15 時 山王大権現 無

7/5（木） 天王祭 18 時～ 19 時 栗栖神社（栗栖字大平 840） 無

7/8（日） 蝗除祭 14 時～ 15 時頃
五郎丸神明社（五郎丸新田組）境内
から町内巡行

無

7/8（日） 白山神社夏祭り 9 時半頃 白山神社（善師野宮蔵洞 82） 無

7/14（土） 夏祭り 14 時～ 21 時頃 三宅神社（西古券 503） 無

7/15（日） 疫神祭 20 時～ 三宅神社（西古券 503） 無

7/22（日） 立野神社夏祭り 18 時 30 分～ 立野神社（上野字郷 1506） 無

10/6（土） 試楽祭 14 時～ 天道宮神明社（前原天道新田 1） 無

10/6（土） 熊野神社秋祭り 
各日 
13 時～ 15 時 
18 時～ 20 時

熊野神社（橋爪字巾屋敷 53） 無

10/7（日） 本楽祭 10 時～ 12 時 
15 時～

天道宮神明社（前原天道新田 1） 無

 10/7（日） 熊野神社秋祭り 
各日 
13 時～ 15 時 
18 時～ 20 時

熊野神社（橋爪字巾屋敷 53） 無

10/7（日） 虫鹿神社秋季大祭 9 時～ 12 時 
14 時～ 15 時頃

虫鹿神社 ( 前原向屋敷 62） 無

10/7（日） 熊野神社秋祭り 午前中：子供神輿 
午後：獅子舞・神楽奉納

熊野神社（塔野地東屋敷 31）南熊
野神社（塔野地南の切 55）

無

10/7（日） 秋大祭 14 時半～ 15 時頃 比良賀神社（羽黒摺墨 101） 無

10/7（日） 秋祭り 13 時～ 14 時 大縣神社（宮山 3） 有

10/7（日） 諸鍬神社秋祭り 13 時～ 16 時 諸钁神社（裏之門 221） 無

10/7（日） 諸鍬神社秋祭り 12 時半～ 15 時 町内巡行→諸钁神社→永泉寺 無

10/ ７（日）
又は８（祝月） 鳴海てがし神社豊年祭 13 時半～ 14 時半 鳴海てがし神社（羽黒鳴海郷 109） 無

10/10（水） 秋葉祭（収穫祭） 18 時～ 19 時 栗栖神社（栗栖字大平 840） 無

10/21（日） 立野神社秋祭り 13 時～ 17 時頃 立野神社（上野字郷 1506） 無

11/11( 日 ) 打越社大祭 13 時～ 14 時半 打越社 ( 打越 26） 無

1/1（元旦） 立野神社巫女舞奉納 0 時～ 2 時頃 立野神社（上野字郷 1506） 無

2 月 2 日 初午祭 （初午の日）18 時～ 19 時 栗栖神社（栗栖字大平 840） 無

時間・日にちは平成 30 年時点のものです。詳細は歴史まちづくり課までお問合せ下さい。

たびにオススメの資料

犬山たび   「祭の巻」
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「犬山文化遺産ナビとは」

犬山市は愛知県の北西部にある豊かな自然や多くの文化遺産が残る地域で

す。犬山文化遺産ナビでは、犬山の魅力がわかるモデルコースや、見どこ

ろスポットをお伝えします。また、犬山市に伝わる物語もアニメでお楽し

みいただけます。

文化遺産を訪れて、カードを集めよう！

文化遺産カード

スマートフォンで文化遺産や史跡めぐり

犬山たび

犬山の最新情報をHPでチェック！

犬山文化遺産ナビ

文化遺産ナビとは、スマートフォンで使用でき
る犬山の文化遺産ナビシステムアプリです。
どこにどんな文化遺産があるのか、またどんな
方法で訪れればいいのか、簡単に調べる事がで
きます。

リストモード マップモード

文化遺産カードの楽しみかた

犬山城下町について
『犬山城下町マップ』犬山城下町の詳細マップ。犬山祭を見学する際は、携帯していると便利です。犬山観光案内所などで配布。

文化遺産カードについて：文中に、herica マークがついているものは、「文化遺産カード」がある文化遺産です。文化遺産を訪れてカードをたくさん集めましょう！
・「犬山祭」．．．配布場所：青塚古墳ガイダンス施設　　※詳細は下記をご参照ください。

引用・参考文献一覧（全巻共通）
愛知県犬山市役所秘書企画課　『犬山のむかしばなし』　犬山市役所　1983
愛知県犬山市役所秘書企画課　『犬山のむかしばなし　第 2 集』　犬山市役所　1987
愛知県犬山市役所　『犬山ものがたり』　犬山市役所　2004
愛知県教育委員会　『中世城館跡調査報告書Ⅰ』　愛知県教育委員会　1991
愛知県史蹟名勝天然記念物調査会　『愛知県史蹟名勝天然記念物調査報告　第 10　史蹟其八　名勝其四　天然記念物其十』　愛知県　1927
愛知県史編さん委員会　『愛知県史　資料編 4　考古 4』　愛知県　2010
愛知県史編さん委員会　『愛知県史　別編　自然』　愛知県　2010
犬山市エコアップリーダー　『犬山の巨樹・古木 50 選』　巨樹巨木調査グループ　2004
犬山市教育委員会　『犬山市の文化財』　犬山市教育委員会　1993
犬山市教育委員会・犬山市史編さん委員会　『犬山市史　史料編三　考古　古代・中世』　犬山市　1983
犬山市教育委員会・犬山市史編さん委員会　『犬山市史　別巻文化財・民俗』　犬山市　1985
犬山市教育委員会・犬山市史編さん委員会　『犬山市史　通史編上』　犬山市　1997
犬山市教育委員会　『全市博物館構想　市民が創る生涯学習のまち』　犬山市教育委員会　2002
犬山市教育委員会　『犬山城総合調査報告書』　犬山市教育委員会　2017
犬山城白帝文庫歴史文化館　『図説　犬山城』　公益財団法人犬山城白帝文庫　2014
木曽川学研究協議会　『木曽川とともに歩んだ各務原　犬山　岐南　笠松』　木曽川学研究協議会　2010
佐藤重造・横山住雄　『各務原の歴史散歩』　石亀神社　1986
横山住雄　『犬山の歴史散歩』　1991
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　犬山市文化遺産活用実行委員会 ( 犬山市教育委員会 )
　〒 484-8501 
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　ナカシャクリエイテブ株式会社
　〒 468-8533　名古屋市天白区井の森町 205 番地
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